
 【教育理念】 「防災スペシャリスト」 に求める人材像と能力(案) 資料２ 

 

 自然災害に迅速・的確に対応できる人 
 

○ 的確に状況を把握・想定し、適時に判断・対応することで、被害の最小化
を図ることができる 

○ ニーズの変化や多様性に柔軟かつ機敏に対応し、迅速な回復を図ることが
できる 

○ 災害から得られた教訓を踏まえて、継続的な改善を推進できる 

○ ハード・ソフトをバランスよく組み合わせて、最善の対策を実施できる 
 

 国・地方のネットワークを形成する人 
 

○ 防災関係機関等と緊密に連携・協力し、最善の対策を推進できる 

○ 日頃から多様な主体と連携・協力し、自発的な防災活動を促進できる 

 

人  材  像 
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 情報不足あるいは情報集中の状況の中であっても、事態の本質を見抜き、
今後の展開を予測できる 
 イマジネーション能力、状況理解能力、予測能力 

 限られた時間の中で、迅速かつ的確な対応を決定し、実行できる 
 意思決定能力、指揮統制能力 

 関係者との適切な分担協力体制を築き、緊密に連携・調整して、対策を
実施できる 
 調整能力、コミュニケーション能力 

 災害対策の改善に先頭に立って取り組み、継続的に組織の能力を高め
ることができる 
 マネジメント能力、リーダーシップ 

求める能力 （職位別） 

 災害発生後、時間経過とともに変化する事態を具体的にイメージできる 
 イマジネーション能力 

 情報を速やかに収集・分析し、的確な対策を立て、着実に実行できる 
 情報処理能力、問題認識能力、課題解決能力、業務遂行能力 

 業務上の問題を認識し、ハード・ソフトをバランスよく組み合わせた最善の
改善・解決策を立て、実施できる 
 プランニング能力、実践能力 

 国・地方自治体職員や、自治体職員同士のネットワークを形成できる 
 コミュニケーション能力 
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組織のトップ
の懐刀として、
防災業務を全
般的に知り、
調整できる 

予防、応急、
復旧・復興の
各段階におけ
る専門的な業
務を、迅速か
つ適切に実行
できる 
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